
 
 令和５年５月３１日 

令和４年度決算の概要 
 
 学校法人北野学園の決算数字の詳細は計算書類に記載していますが、決算の概要につい

てご説明いたします。 
 
（１）資金収支計算書 
本年度の資金収入の総額は５億２０百万円、資金支出の総額は５億６１百万円で、収支は

４１百万円の支出超過となり、翌年度繰越支払資金は７億７７百万円となりました。 
以下、収入の部と支出の部に分けまして、予算比で増減要因を説明いたします。 
収入の部 総収入は予算比１８百万円減少の５億２０百万円で、主な増減要因は、学生生徒

等納付金収入が５百万円減少、補助金収入が５百万円増加、前受金収入が１６百

万円減少しました。 
支出の部 総支出は予算比１４百万円減少の５億６１百万円で、主な増減要因は、人件費支

出が１６百万円、教育研究経費が１百万円減少、管理経費支出が８百万円増加、

翌年度繰越支払資金が４百万円減少しました。 
                               （単位 百万円） 

資金収入調整勘定  △２６７          資金支出調整勘定   △５ 
期末未収入金    △１５            期末未払金    △５ 
 前期末前受金   △２５２ 
 
（２）活動区分資金収支計算書 
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学生生徒等納付金収入 前受金収入

補助金収入 雑収入

その他の収入 その他



 活動区分収支計算書は、教育活動による資金収支、施設整備等活動による資金収支、その 
他の活動による資金収支で構成されています。 
 本年度の各々の資金収支差額は、 
教育活動資金収支差額       ４百万円の収入超過 
施設整備等活動資金収支差額   ３５百万円の支出超過 
その他の活動資金収支差額は    ９百万円の支出超過となりました。 
その結果、支払資金の増減額は４０百万円の減少となりました。 
                             （単位 百万円） 

科目 金額 
教育活動資金収入計 ５２７

教育活動資金支出計 ４９７

差引 ３０

調整勘定等 △２６

教育活動資金収支差額 ４

施設設備等活動資金収入計 ０

施設設備等活動資金支出計 ３５

施設設備等活動資金収支差額 △３５

その他の活動資金収入計 １

その他の活動資金支出計 １１

その他の活動資金収支差額 △９

支払資金の増減額 △４０

 
（３）事業活動資金収支計算書 
 事業活動収支は、①教育活動収支②教育活動外収支③特別収支の３つの活動区分で構成

され、各活動区分の収支差額の合計となる基本金組入前当年度収支差額を計上したうえで、

前年度からの繰越収支差額と当年度の基本金組入額・基本金取崩額を調整し、翌年度繰越収

支差額を計上しています。 
① 教育活動収支 
 教育活動収入は、学生生徒等納付金が５百万円減少、経常費等補助金が５百万円増加、雑

収入が１百万円減少し、予算比１百万円減少の５億２８百万円となりました。 
教育活動支出は、人件費が１４百万、教育研究経費が３百万円減少、管理経費が８百万円

増加し、予算比９百万円減少の５億７９百万円となりました。 
 その結果、教育活動収支差額は、５１百万円の支出超過となりました。 



                            （単位 百万円） 

 
② 教育活動外収支 
 教育活動外収支差額は１６万円の支出超過となりました。 
③特別収支 
 特別収支差額は５６万円の収入超過となりました。 
 上記①から③により、基本金組入前当年度収支差額は５０百万円の支出超過となりまし

た。 
                            （単位 百万円） 

 令和４年予算 令和４年実績 差額 
教育活動収入 ５３０ ５２８ △１

教育活動支出 ５８８ ５７９ △９

教育活動収支差額 △５８ △５１ △７

教育活動外収支差額 ０ ０ ０

経常収支差額 △５８ △５１ △７

特別収支差額 ０ ０ ０

基本金組入前収支差額 △５８ △５０ △７

基本金組入額 ４０ △３７ △７７

当年度収支差額 △１８ △８８ ７０

基本金取崩額 ０ ０ ０

翌年度繰越収支差額 △１，９１２ △２，０５７ １４４
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管理経費 その他



（４）貸借対照表 
 令和４年度末の資産は２６億４９百万円で、前年度比１億１百万円減少しました。主な増

減要因は、減価償却等により有形固定資産４２百万円減少、流動資産で現金預金４０百万円、

未収入金１６百万円等減少したことによります。 
 負債は４億６百万円で、前年度比５０百万円減少しました。主な増減要因は、固定負債で

長期借入金９百万円減少、流動負債で未払金１６百万円、前受金２５百万円等減少したこと

によります。 
 一方、純資産は２２億４３百万円となり、前年度比５０百万円の減少となりました。 
 
「資産の部」 
■有形固定資産 
（本年度末 １，８４９百万円   前年度末 １，８９２百万円  ４２百万円減少） 
 新規に取得した資産は、 
 （１）建物 
 ・短大本館エアコン更新工事              ３０百万円 
（１）教育研究用機器備品 
・ＰＣ，園バス空気清浄機等               ３百万円 
（３）管理用機器備品 
・ＰＣ等                        ８３万円 
（３）図書                       ２百万円 
■流動資産 
（本年度末 ７９５百万円    前年度末 ８５３百万円   ５８百万円減少） 
・現金・預金 
（本年度末 ７７７百万円    前年度末 ８１８百万円   ４０百万円減少） 
・未収入金 
（本年度末  １４百万円    前年度末  ３１百万円   １６百万円減少） 
「負債の部」 
■固定負債 
（本年度末   １６１百万円   前年度末  １６９百万円    ８百万円減少） 
長期借入金の減少によるものです。 
■流動負債 
（本年度末   ２４４百万円   前年度末  ２８６百万円   ４２百万円減少） 
 前受金の減少によるものです。 
「純資産の部」 
■基本金 
（本年度末   ４，３００百万円  前年度末  ４，２６２百万円 ３７百万円増加） 



 基本金組入額３７百万円によるものです。 
 
■翌年度繰越収支差額 
（本年度末 △２，０５７百万円   前年度末 △１，９６８百万円） 
 事業活動収支計算書の項をご参照ください。 
                             （単位  百万円） 

科目 本年度末 前年度末 増減 
固定資産 １，８５４ １，８９７ △４３ 
 有形固定資産 １，８４９ １，８９２ △４２ 
 特定資産 ０ ０ ０ 
流動資産 ７９５ ８５３ △５８ 
 現金・預金 ７７７ ８１８ △４０ 
 未収入金 １４ ３１ △１６ 
資産の部合計 ２，６４９ ２，７５０ △１０１ 
固定負債 １６１ １６９ △８ 
 長期借入金 ４２ ５２ △９ 
 退職給与引当金 １１９ １１７ １ 
流動負債 ２４４ ２８６ △４２ 
 未払金 ５ ２２ △１６ 
負債の部合計 ４０６ ４５６ △５０ 
基本金 ４，３００ ４，２６２ ３７ 
繰越収支差額 △２，０５７ △１，９６８ △８８ 
純資産の部合計 ２，２４３ ２，２９４ △５０ 

 


